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説明書など読む気はないので、まず

Disk1を走らせてみる。何か言ってきた

らなんでも、はいはいと言うことにし

ている。驚いたことに、たいしたこと

もしないうちに、別のディスクを要求

してきた。

いろいろ聞いてくるが、我輩のHDは

大きいので、すべて入れてしまうこと

にする。

腹立たしいことに、先ほどのDisk1に

入れ変えろと言われた。なんでこんな

面倒なことをしなければならないんだ。

しかし、ここはグッと我慢して、先へ

進む。入れられるものはすべて入れる

ことにして、インストールが終わった。

友人の話では、ひどく時間がかかる、

ということだったが、我輩のマシンのク

ロックは3GHz、メモリも512MBあるの

で、思ったほど時間はかからなかった。

さっそく起動してみよう。最初にMS

の広告のようなカラフルな画面が出る

が、すぐ消えて、Visual Basic .NET（以

下VB.NET）の環境が現われた（図1）。

以前のVisual Basicなら「新しいプロジ

ェクト」（図2）になるのだが、今度は「ス
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VB.NETとの出会い
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インストールは簡単だ！

VB.NETを使ってみる

我輩の名前は「頑固一徹」。かれこれ10年以上Visual Basicを使ってカスタムプロ

グラムを書いてきた。忙しくて、新しいバージョンの勉強をするヒマなんかない。プ

ログラミングの本や雑誌を読むのは、電車の中か、ベッドで寝る前くらい。まわりが

何を言っても、私のやり方を変える気はない。

dotNETマガジンで連載していた「Visual Basic .NETのツボ」という記事をときどき

読んでいたが、あれはいかん、これはいかん、とうるさく書いてあるのを見て、絶対に

「.NET」というやつには触わるまい、とつねづね思っていた。ところが最近、上司か

ら「Visual Basic .NETを使えるようにしろ」と言われ、泣く泣く触わってみることに

なった。以下は、我輩の奮闘記である。
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タートページ」である。早くも頭にきた。

下のほうに［新しいプロジェクト］と

いうボタンがあるので、かまわずこれを

クリックする。すると、「新しいプロジ

ェクト」ダイアログボックス（図3）が

開いた。

まずは環境を自分用に
ここまで進むと、後ろから東山君の

声がした。

「先輩、VB.NETを使うのなら、最初にち

ょっとした設定をしておくと楽ですよ」

東山君は、最近入社した後輩で、

VB.NETの経験がある。我輩の言うこ

とをよく聞くし、仕事もできるので、

この男の言うことには、「頑固」な我輩

としても、いちおう耳を傾けることに

している。

彼の話によると、我輩のようなVisual

Basic一筋の人間がVB.NETに手を出す

ときには、コツが2つあるそうだ。

ひとまず［キャンセル］ボタンで、「新

キストボックスに、長々とフォルダが

書いてある。しばらくの間は練習だか

ら、「d:¥VB7Exercise」というフォルダ

にまとめておこう。

［参照］ボタンをクリックして「プ

ロジェクトの場所」ダイアログボック

スを開き、「d:¥VB7Exercise」というフ

ォルダを作成して、［開く］ボタンをク

リックする。これで、「Visual Studioプ

ロジェクトの場所」テキストボックス

しいプロジェクト」ダイアログボックス

を閉じておこう。

ひとつ目は、図1の「スタートページ」

で「マイプロフィール」タブを選択し、

一番上のコンボボックスで“Visual

Basic 開発者”を選択すること。これを

選択すると、「キーボードスキーム」「ウ

ィンドウレイアウト」が、自動的に

“Visual Basic 6”になり、開発環境の見

た目や、ファンクションキー、ショー

トカットキーの使い方が、Visual Basic

6.0と同じになる。さらに、ヘルプフィ

ルタから“Visual Basicドキュメント”

も選択しておくとしよう（図4）。

2つ目は、作成するプログラムの保存

位置の指定である。メニューから、

［ツール］-［オプション］

と選択すると開く「オプション」ダイ

アログボックスで、左側の「ナビゲー

ション」ペインから、

「環境」→「プロジェクトおよびソリュ

ーション」

と選択する。すると、図5のように

「Visual Studioプロジェクトの場所」テ

V B . N E T と の 出 会 い

注意

我輩は、Visual Studio .NET 2003を使って

いる。「2002」とは、画面が違う場合もある

ので、ご注意いただきたい。

図1：VB.NETの初期画面 図2：Visual Basic 6.0の「新しいプロジェクト」

図3：VB.NETの「新しいプロジェクト」

図4：「Visual Basic 開発者」選択後の画面




